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ウノレ第二王朝時代の家畜管理組織
前　田　　　徹
はじめに
　ウル第三王朝時代，羊・山羊などの小家畜や牛などの犬家畜が，支配が及ぶ各地からウルの王
に貢納されていた．その貢納家畜を専ら管理する組織が，ニヅプル市に近いプズレシュ・ダガソ
に存在した1〕．
　本稿では，ドレペム（＝プズレシュ・ダガソの現在名）文書から，この家畜管理組織から再配
分される家畜移動の特色を明らかにすることで，ニヅプルやウルにあったと思われる王家の幾つ
かの家畜管理組織の存在を明確にし，さらに家畜管理組織を相互に関係付げたい．ただし，ドレ
ヘム文書に限定しても，家畜の飼育・管理に関連する多くの地名，組織名，人名が記録されてお
り，現在のところ，その個々を全体の中に位置付げるのは困難である．Lたがって，ウル第三王
朝時代の家畜管理組織を再構成する予備考察として，主要な組織がどこにあって，その責任者は
だれであるのかといった，家畜管理組織の犬筋を素描することに目的は限定される．
1　貢納家畜管理官の受領家畜と再配分
　〃oZ1g，345・λ0832，Bab12が，本稿における家畜再配分を検討するための基本資料である．
この文書は，家畜管理官アヅバシャガ・b・b・・§・o・g・に関わるアマルシン2年第5月一ケ月の家
畜集計文書である．以下において，この文書を「資料1」と引用する．
　資料1は，キピギアki－bi－gi。一。形式の文書である．この形式の文書はドレヘム文書にのみ現
れ，その他のウル，ラガシュ，ウンマなどの文書群に在証されない2〕．ウル第三王朝時代の文書
において，一般的な集計文書は，ニグシドアクnig一§id－ak形式文書である．nig一舳一。k（字義は
r計算されたもの」）文書は，ある期間内の収支決算書であり，当然，繰越や，’不足が生じる場
合がある．これに対して，キピギア形式文書は，受領と支出項目から構成される点でニグシドア
ク形式と同様であるが，不足，残高を記録しないのが通例である．
　しかL，例外が2例知られる．ひとつは，D・εII461である．その末尾にr残り，3頭の山羊
と若羊．調査しなげれぱならない（1さ一NI3m絡・i1・。さn－bi・t・・一・e－d・m〕」と記されている．通常
の収支決算書と異なり，受領家畜と支出家畜の間に頭数の差が認められると，支出先不明の家畜
として調査の対象になったのである．
　二つめの文書は8ET90である．この文書では，収入の項の末尾で小家畜（羊・山羊〕の合
3』
計829頭を記し，支出の項では，冒頭にr26頭の羊，（これは）アルラムがギル（として運ぶ）
30頭の内（＝一部である），61頭の羊，ヌウルイリがギル，（これら87頭は）ガエシュ市におい
てアルラムが受領した」とあり，こうした形式で記されたあとに，「436頭の羊，ザジの受領書」
のように，r受領書においてDUB　PN」という書式で個人への支出が記録されている．文書の末
尾の合計の欄には，r（合計）766頭．ドゥッガが（そうした受領書を）受け取った（du…g・§u
b・・ti），キピギア（である），ギル職はウルクヌ：■ナ．残りは，羊63頭」とあり，受領書はドゥヅ
ガが受げ取っている．個々の受領書を集め照合し，個々の支出が確認された家畜についてキピギ
アとされるのであって，いまだ確認されないのが「残り」なのである．この二例によって，個々
の受領書を照合し，実際の家畜移動を把握することで，キピギア文書が作成されたことは理解さ
れるのである．
　ki－bi－gi。一。の語義は，「元に戻す」であるが，rルガルエムシュ神のために，彼の愛する神殿，
バドティピラ市のエムシュ神殿を建て，修復し（m・㎜・曲ki・bi　mロー㎜・gi4）」とあるように3〕本
来のあるべき状態，錯誤のない完全な状態に戻すことを意味するのであろう．
　キピギア形式文書は，会計上の数字操作ではなく，事実としての個々の家畜の移動を記録する
ので，この形式の文書に属する資料1は，家畜の授受を検討する上に格好の文書なのである．さ
らに，この文書には，関連文書が多く存在しており’〕，その点でも，家畜移動を検討するのに都
合がよい文書である．
　資料1（表1）の前半部分は，どのような名目で誰から，何頭の家畜を貢納家畜管理官アッバ
シャガが受領したかを言己録し，後半部分では，彼から，誰に，どのようた名目で支出したかを記
録している．受領部分は8項目からなり，「王のための持参mu－t七m－1㎎al」「シュルギのための
持参m・・t台m・d§ul・gi」r都市支配者と神殿管理官からki㎝・i七§・bm…n・・t・」r牛飼からki
㎝亡一。一m－t。」r牧夫からki・ip・一e－n。一t。」rシュイルラからkiきu－i。一m－t・」rエドゥル6－d．1－1。」
r耕地から。一き主一t。」となっている．r王のための持参」「シュルギのための持参」「都市支配者と
神殿管理官から」をA群とし，「牛飼から」「牧夫から」「シュイルラから」をB群，「エドゥル」
をC，「耕地から」をDと，4群に分類する．
　支出項目は，r王の支出・i・g・・lug齪1」r王の賜り物nig・b・・1・g・1」「マルハシの人々への．支出nig・
d・b・・1凸・m…h・・§i阯・k…n・」「グラ神への定期支給・自・dug’・dgu・1・」r王子イニムイナンナヘの定期
支給・自・dug4・inim・d1mm・dumu・lug・1」「死んだ家畜，犬のために，イルバニが受領b齪一ug7mu
u。、。。一§さAN－b。一ni冬u－b。一ti」「シュルギアアムの受領書DUB　dきul－gi一・一〇一m」「イニムシャラの
子ルディンギラの受領書DUB1凸・di㎎iト閑dumu　inim・d冬・・畠」rナルの受領書DUB　m・lu5」「シ
ュイラの受領書DUB§u－i。一。。」r耕地へib－t．g。？一・一§自一§さ」rベリアズが受領b。一1i－A－ZU　i－d・b。」
である．r王の支出」r王の賜り物」の間にある§u・gldの後半が欠げているが，〃γN　Vm118と
の比較からr犬の食料とするために，イラルルムが受領1§u－gid〔口・…k丘・dさi－lal－1・m　i・d・b・〕〕」
と復元可能である．「王の支出」r王の賜り物」「マルハシの人々への支出」「グラ神への定期支給」
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r王子イ’ニジイナシナヘの定期支給」r死んだ家畜，犬のために，’イルパ三赤受領」と’r央の食
料とするために，イラルルムが受領」は，明らかに消費目的の支出である．その他にシュルギア
アム，ルディソギラ，ナル，シュイルラ，ベリアズが受領する家畜と「耕地へ」の支出がある．
　　　　　　　　　　　　2　貢納家畜管理官からの家畜再配分
　資料1において，受領と支出の諸項目の間で家畜がどのように移動したかを検討する．
　資料1の受領と支出の項目の比較から，直接理解できる家畜の移動がある．穀肥（犬麦を飼料
とする）牛は，受領，支出項目にそれぞれ1頭しか記録されていない．したがって，r王のため
の持参」として受領した1頭の牛は，シュルギアアムに移管されたことは確かである．受領項目
のr耕地から」には，58頭の牡牛と37頭の牝牛が記録されている．支出欄の「王の支出」には
同数の牡牛と牝牛が記録されセいる．したがって，「王の支出」に使用された牡牛，牝牛は，r耕
地から」支出されたのである．このことから，残る「牛飼から」「シュイルラから」r王のための
持参」r都市支配者，神殿管理官から」の項目に記録された牛は，すべてr耕地へ」に移管され
たことも確かになる．
　小家畜のうち，穀肥のメス山羊も，やはり，受領棚，支出欄とも各々1頭しか記録されていな
いので，エドゥルからのそれは，r王の賜り物」とLて支出されたことがわかる5〕一
　エドゥルからアッバシャガが同時に受領した穀肥の羊8頭，穀肥の山羊1頭は，同数のそれら
ヵミ，r王の賜り物」の項目に記録されているので，やはりその名目で支出されたのであろう．そ
うであるならぱ，r王のための持参」と「都市支配老と神殿管理官から」の合計67頭の穀肥の羊
と11頭の穀肥の山羊は，r王の支出」とLて穀肥の羊1頭，穀肥の山羊2頭が支出された他は，
すべて，シュルギアアム，ルディ：／ギラ，ナルヘ移管されたことが理解できる．
　資料1と関連する文書としてTλD46（資料2）がある．資料2は，資料1と同年同月の日付
があり，牛をはじめメス山羊に圭る家畜を耕地に移送した記録である．そこに現れるギル職は大
家畜についてはエソリルラであり，小家畜についてはウルクヌソナであって・資料1と一致する・
資料2に記録された家畜頭数は，一見Lたところでは・資料1にある「耕地へ」の項の頭数とは
一致したい．しかLながら，第2表にあるように，資料2に記録された頭数に，資料1のB群
r牛飼から」「牧夫から」「シュイラ」の項目に記された頭数を合計すると，資料1の支出項目で
あるr耕地へ」にある頭数と完全に一致するのである．このことから，B群r牛飼から」r牧夫
から」rシュイラから」の家畜はすべてr耕地へ」移送されたことが明らかになる．そして，賛料
2に記録された頭数が，資料1のA群r王のための持参」rシュルギのための持参」r都市支配者
と神殿管理官から」とC「ニドゥル」に記録された家畜の中から「耕地へ」支出された家畜の合
計であると推定される．
　A群とCの家畜がどこに移動したかについての手掛かりは，Hallo，JC∫14n，3から得られる．
この文書は，資料1のr都市支配者と神殿管理官から」の項目ρ詳細を記録してト．・ろ．．家畜のな
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第2表
牛1牝牛1羊1雌羊 や ぎ1雌やぎ
資料2耕地へ ・・1・・1…1… ・脆1 49
資料1
牛飼たちから牧夫たちからシュイルラから l1ll1
二・1：1
??
???
資料1耕地へ …1…1…1・・1 2881294≡
かでメス羊とメス山羊に注目すると，メス羊11頭とメ’ス山羊9頭がr厨房への支出きu・g｛d
る・㎜・b・1dim」とされている．厨房への支出がr王の支出」にあたることは，別の文書から確認で
きるo〕．残りの頭数95頭メス羊，48頭のメス山羊にエドゥルからのメス羊19頭とメス山羊1頭
を加えると，合計メス羊114頭，メス山羊49頭となって，資料2に記録されるr耕地へ」移送さ
れた頭数に一致するのである．つまり，メス羊とメス山羊については，r都市支配者と神殿管理
官から」のそれは，r王の支出」の項目とr耕地へ」の項目に分散して支出されたのである．そ
のことで，「エドゥル」のメス羊とメス山羊が，すべてr耕地へ」移管されたことも明らかにな
る．
　小家畜については，次のような計算が成り立つ佛3表を参照〕．A群のr王のための持参」rシ
ュルギのための持参」r都市支配者と神殿管理官から」とCの「エドゥル」の4項目に記録され
た山羊の合計は232頭，このうち，資料2によって確証される「耕地へ」移管されたもの135頭，
差し引き97頭，そのうち，シュルギアアム，ルデイ：／ギラ，ナルヘ移管されたもの44頭，差し引
き53頭，これらすぺてが「王の支出」r王の賜り物」に使われたとしても，これらの合計は81頭
であるので1賄いきれないで，’差し引き28頭の不足となる．一方，r耕地から」の山羊は45頭，
それらが「了ルハシの人々への幸給」r犬の為に」rシュイラ受領」に分配されたとして，合計17
頭・残り28頭となる．この数値は，先の不足分に一致する．つ事り，r耕地から」の28頭が，ど
ちらに何頭支出されたかは不明であるげれども「王の支出」とr王の賜り物」として支出された
のである．
　第3表にみるように，同様の計算は羊についても成り立つ．そのたかで，rシュルギのための
持参」家畜から4頭の羊と18頭の山羊がナルの会計に移管されたことぽ，0・sP47／49，71と同
65から明らかになる7）．
　「王のための持参」からシユルギアアムに移管された家畜が具体的に何頭であったかなど，未
だ判明しない点もあるが，家畜移動の特徴を整理すると，次のようになる．A群r王のための持
参」rシュルギのための持参」r都市支配老と神殿管理官から」に記録され走アヅバシャガ受領の
家畜は，r王の支出」r王の贈り物」として支出され，またシュルギアアム，ルディソギラ，ナル
38
第3表メス羊，メスやぎ
11〕
12）
13〕
（4〕
｛5〕
（6〕
（7）
都市支配老と神殿管理官たちから二Hallo，JC∫14，n・3
王の支出　　　　二H日11o，JC814，n．3＝ル0r7．97
11〕一（2〕
エドウル＝資料1
（3〕十14〕
牧夫たちから
シュイルラから
15〕十（6〕
メス
羊
106
11
95
19
114
68
99
281
メス
やぎ
57
48
49
83
162
294
＝資料1
＝「耕地へ」＝TλD46
＝「耕地へ」＝資料1
羊，やぎ
羊 やぎ
（1〕 王のための持参 243 95
シュルギのための持参 4 20
都市支配老と神殿管理官たちから 51 115
ニドヴル 12 2
（2） 合　　計 310232
（3〕 耕地へ＝TAD46 255 135
（4〕 （2〕一13〕 55 97
（5） シュルギアアムの受領 8 12
ルデイソギラの受領 8 10
ナルの受領 21 22
｛6〕 （4〕一15） 18 53
17） 王へ支出 37 54
王の賜り物 27
f　o、 ’ワ、＿’’、 1q ラR18〕 17〕一（6〕 9 28
やぎ
45
10
2
28
羊
186
19
耕地から
マルハシの人々への支出
グラ神への定期支給
王子への定期支給
犬用
シュイルラの受領
ベリアズの受領
（a卜1（b〕十（・〕十（d）十（e〕十（f〕
　　　十（9）1
la）
nl〕
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も受げ取るが，大多数は「耕地へ」移管された．B群r牛飼から」「牧夫から」rシュイラから」
の家畜はすぺて，「耕地へ」転送された．Cの「エドゥル」の家畜は，シュイラに再配分された
と推定されるろぱを除いて，穀肥家畜が「王の賜り物」へ，その他の家畜は「耕地へ」再配分さ
れた．「耕地から」の多数の家畜は，定期支給である「グラ神への定期支給」「王子イニムイナン
ナヘの定期支給」「犬用の定期支給」のすべてと，さらに，マルハシの人々への支給のすべてを
賄うために支出された．そして，r王の支出」「王の賜り物」用の大多数の家畜もr耕地から」支
出されている．
　シュイラ・ベリアズが受領した家畜も，ろぼを除いて「耕地から」の家畜であった．ただし，
シュルギアアム・ルディソギラ，ナルヘは，r耕地から」の家畜は支出されていない．シュイラ
は・ろぱを除いて・耕地からの家畜を受領しており，A群の家畜を受げ取ってはいない．ベリア
ズについても同様に「耕地から」の家畜のみを受領している．逆にシュルギアアム，ルディソギ
ラ，ナルの三人は「耕地から」の家畜を受け取らないで，A群r王のための持参」「シユルギの
ための持参」などの受領項目に記録された持参家畜のなかから貢納家畜管理官を通じて受け取っ
た．支出項目のうち，贈り物，定期支給などは，すべてr耕地から」の家畜で賄われている8〕．
　王のための持参
A　シュルギのための持参
　祁市支配者と神殿管理官
　　シュルギアアム
→　　ルアィンギラ
　　ナル
↓
→
B　牛飼
　牧夫　　　　　　　　　　←
シュイラ
→
↓　　　C　エドウル
　　　↓
→　　　　→
王の支山
王の賜リ物
支給（マルハシの人〕
↓　↓　　　　　　　　　↑
←
ペリアズ
←
□憂］　→→定賊給鶴’軌ンナ）
第1図　家畜移動図
　以上の検討を通じて得られた結果をもとに，家畜移動図を作成すると第1図のようになる．図
のごとく，r王のための持参」を核とした持参家畜とr耕地」が二大要点となり，その周りに，
消費的項目と家畜管理老が置かれるのである．さらに，この図は，資料1においてr誰々の受領
書DUB　PN」と同一形式で書かれているが，シュルギアアム，ルディソギラ，ナルとシュイラ
の間に相違があることも示している．つまり，シュイラは耕地からの家畜を専ら受領するのに対
して，前三老は耕地からの家蓄を受領しないのである．両者は性格が相違する家畜管理老であっ
たのであろう．
40
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　耕　　地
　貢納家畜管理官が扱う家畜の総数を示すものとして，A019548（C．1．ot，Rλ63，p．102）があ
る．この文書は，シュルギ44年第12月からシュルギ48年第10月までの60ケ月（閨月が2度
ある畿．b，it、・di正i・2・自m）に亙る期間のナシャの収支決算書である．これによれぱ，牛2万8601
頭，小家畜（羊，山羊）34万7394頭，その他，ろぱ・ガゼル等を含めて合計38万4342頭の家
畜を記録している．60ケ月＝5年として，1年に平均約7万7000頭の家畜を扱っ．ているのであ
る．別の文書A019550（C・1・ot，舳63，P．104）によれぱ・アマルシソ5年には・牛4205頭・
小家畜5万5772頭など，合計6万1870頭の家畜を扱っていた、1年二12ケ月として，1ケ月平
均，牛約350頭，小家畜約4650頭となる．資料1によれぱ，アマルシン2年第5月には牛358
頭，小家畜1920頭を扱っている．小家畜が少ないが，それは，多数の家蓄が周辺諸地域から貢
納g亡・㎜の名目によって持参されたが，これがこの月にはなかった，もしくは少なかったから
であろう．もし，この貢納家畜が資料1に記録されているならぱ，それはr王のための持参」に
算入されていたはずである．
　先の家畜移動で検証したように，貢納家畜管琴官が受領する家畜の大多数は「耕地」に移管さ
れた．r耕地」は，このように万で数える家畜を支える場所なのであろう．
　r耕地」の家畜については，プズレシュ・ダガソの家畜管理組織を構成する小家畜飼育官ウル
クヌ：■ナと大家畜飼育官エソリルラが把握Lている．このことは，耕竿がこの家畜管琴組秤の一
部であることを干している・・耕地！の辮は不詳で苧るが・ひとつの推定を可能にする文書は
存在する．〃シ・・1’・・1’である1・その末尾1こ・秤地にい予小家蓄・ナシャの声轄・第・1月・・日
　（つまり年末）に点検Lた．シュルギ42年（udu。・昌自・g・gub・b。，ki　n。一§・o，．く一〉，itu一きe－KIN一㎞5
・・…干・1・1・一・・…i・・㎜・・・・…阯一b・・b・1）・とあって・プズレシー’ダガンの率畜管理秤織の
責任老である早納家畜管理官咋シャのもと・耕地にいる羊・山羊の現存数が調牢され下し’るの
である．」合計数は，’山羊65；8頭が読み取れる他は，欠けて不明である．この文書で重要なのは，
家畜をマシュカ：■・ドゥドゥ，マシュカソ・シャプラ・イシ：／，シュルヅパクの各都市に所属す
る牧夫が受領するとあることである．Poh1，ル0r12では・〃γW　XI210に挙がる都市の牧夫の
他に，ウルサグリグ，ウソマ各市の牧夫が死亡した小家畜をエドゥヅバに搬入Lている．これら
の文書は，持参された家畜の飼育を，プズレシュ・ダガ：／近郊だけでなく，各都市の牧夫に任せ
たことの証明となろう．。
　牛飼については「耕地」と明記しないが，プズレシュ・ダガソの大家畜飼育官エソリルラが，
イシソ，アダプ，ウルサグリグ，マルエ，ギルス，ウソマ各市の牛飼から合計363頭の牛を受領
する記録がある（TC工II5483）ので，家畜飼育に対する各都市のこうした支援体制が在ってこそ，
多くの貢納家畜を受領し，飼育し得たのであろう．
　　r耕地へ」の移管は，受領家畜の過半数を占めるが，穀肥家畜は移管されていない．さらに，
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r耕地から」支出される家畜にも穀肥家畜はいない．r耕地」に置かれた家畜には穀肥の家畜は
含まれないので，牛舎，羊舎で飼われた家畜ではないことは確かである．r耕地」では，牧草に
よる家畜飼育をするのであろう．「耕地・・§a」とは，字義通りには，穀物を栽培する畑のことで
ある．しかし，これらの家畜が，休耕地や収穫後の耕地に放たれたかどうか，判断の手掛かりに
なる史料はない．したがって，資料1の文例において「耕地」が何を指すのかは不明と言わざる
をえない．r耕地」を意味するシュメール語・・§a（アツカド語・ψ〕は，「地域，地方，領界」
の意味に使用されることがある9〕．。・昌自にある家畜の調査とされながら，各都市の牧夫がその家
畜を受領Lているのであるから，ここでの・・冬自は「地域，地方」の意味かもしれたいが，確証
はない．
　各都市の牧夫は，クシュk曲（＝SA耳AR〕職の人々と密接な関係をもっていた．クシュ職の
職務は，耕作地の外に広がる原野・草原において草刈りなどの責任者になるとともに，牛，羊の
飼育者の長でもある．PDT702によれぱ，クシュ職のアフニはマシュカン・ドゥドゥの町にお
いて「街路で選ぱれた・il…　pa・d・」子羊のr持参」に関してギルとなっている．別の文書TRσ
85によれぱ，クシュ職と思われるシュイラは，r牧夫のマシュダリア奉納」を貢納家畜管理官に
渡しており，この移動においてギルは，マシュカン・シャプラの牧夫1・ip・・ud口・k・m§d・〕であっ
た．さらに，〃yW　XI210において確認される牧夫のうち，マシュカン・シャブラの牧夫ルギ
リザルとイシソの牧夫ルイナンナは，〃VW　X140によるとキシュ職のウルニギンガルを長とす
る集団で働いていた．マシュカン・ドゥドゥの牧夫エヌムイリ，マシュカソ・シャプラの牧夫シ
ュニソシュブル，ウルルガグ，ウルアルラ，イシンの牧夫アッバ，アッバア，アピリアの6’人に
ついては，クシュ職シュイラのもとで活動した記録がある（Lergerghe，0”〕10；Bl1V　m42；
Maeda，A8J3〕．
　このように各都市の牧夫がクシュ職のもとで働くことは，彼らは家畜を放牧的に飼育していた
ことの現れであろう．
4　シュイラとベリアズ
・第1図の家畜移動図において，シュイラとベリアズは，ナル，シュルギアアム，ルディソギラー
とは相逮して，r耕地」からの家畜を受領するげれども，受領項目のA群「持参」や支出項目の
r王の支出」r定期支給」などとは関係していない．消費的支出にも関係Lないのであるから，
彼らはプズレシュ・ダガ：■におげる家畜管理組織の家畜飼育を補完する機能を果たしていたと思
われる．
　前節で述ぺたように，シュイラはクシュ職にあったので，家畜を畜舎に置いての犬麦飼料によ
る飼育ではなく，野にはなす放牧様式で家畜を飼育していたのであろう．各都市の牧夫との強い
結びつきは，この職種の特性からくると思われる10〕．
　ベリアズが，プズレシュ・ダガソの家畜管理組織をどのように補完していたか考察するうえに
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重要な点がある．それは，彼が，家畜を§・一1自・aとして受領する点である．例をλぴCτI915
とλσCτI230にとって示す．
　λびCT　I915：「19頭の穀肥牛，167頭の羊，§u・1身・a，ペリアズが受領した．アヅバシャガから
の支出．5日，第1月，アマルシソ3年．」λσCT　I230：r13頭の穀肥の牛，（1頭の牡牛あた
り）2頭の牝牛のために，4頭の上質の穀肥羊，99頭の羊，§u・1自…　アヅバシャガからベリアズ
が受領した．第1月，アマルシソ2年．」
　ベリ7ズが家畜を§u－1自一。の名目で，貢納家畜管理官，支出官，大・小家畜飼育官から受領す
る例は，シュルギ48年からシュシソ5年まで連続してある一1〕．この他に，シュルギアアムからと
ルバウからも§u－1る一。として受領している12〕．
　§u．15．・がどのような家畜授受を示すのかが問魎になる．§u・1昌・・には「g桝・委託」の意味が
あり，古バビロニア時代の契約文書において，一種の貸付を示し，通常，それは利子無しであっ
たとされている．また，§u－16一・に対応するq榊。は，販売代理人（商人）に委託された銀もし
くは委託販売品そのものを意味し，これには，ある一定の期問が過ぎるまで利子は付加されなか
った，とも説明されている13〕．
　r委託」の意味に解されるきu・1る・・の名目でベリアズが家畜を受領したのであるから，彼が家
畜飼育を請負うような，家畜請負制度がこの時期に成立していたと推定できる．
　§u－1る一a授受における特徴の一つは，先に引用したAびCτI230にあるように，受領家畜が，
牛についてはr牝牛のために」や「（1頭の牡牛あたり）2頭の牝牛ごとのために」，羊・やぎに
ついてはrメス羊・メスやぎのために」とされていることである14〕．家畜を受領した月からみて，
これが受精のためであると，にわかには断定できないが，家畜の群れ飼育に関係して，ベリアズ
はオスの牛や羊を受げ取ったと思われる．
　なお，きu－1る一aさ一dさの逆は，冬・一15－taさ一aであろう．この語の用例がBlN　m320にある．r80
頭のメス山羊，委託から出して（＝戻して）（§u・1る・t・さ・・〕，グラ神への定期供給として支出した
（b・・gid〕．ウルクヌソナの文書（＝受領）．穀肥の牛の牧夫から．ギル職は，書記のベリアズ．」
　この事例では，委託きu－1自されたメス山羊が，或る人物からベリアズを通してプズレシュ・ダガ
ソの家畜管理組繊に属するウルクヌソナに戻されている．したがって，ベリアズがプズレシュ・
ダガソの家畜管理組繊から委託（§・一1自）の名目で受領した家畜は，ベリアズ自身が飼育するの
ではなく，第三者に委託されたとも考えられるのである．ベリアズは，人をm・§kim・g…udu・
§u．1自．・一さ・きさとして雇用しているが（PDT525），この語の意味はr委託に付された大家畜と小家
畜の検閲官」となり，彼らは，第三者への委託家畜を検閲する役務を帯びていたのであろうか．
さらに検討を要する問題である．
5　ナ　　　ル
ナル，シュルギアアム，ルディンギラは，プズレシュ・ダガソの貢納家畜管理官から穀肥の羊
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や穀肥の牛などの家畜を受げ取っている1このことから，彼らが，牛舎や羊舎を維持していたと
推定できる．ナル，シュルギアアム，ルディンギラが，どのような家畜管理組織に所属するかを
順次険討したい．そのために，特に死亡家畜の支出記録と’，誕生家畜の受領記録に注目したい．
これらの文書は，単純な内容ながら，枚数も多く，とりわげ，家畜保有者を明確に示すからであ
る．
　ナルは，シュルギ42年までの文書においてトゥンマル市の羊舎に関係していたが，すでにシュ
ルギ44年には，ニップル，ウルの羊舎．を管理するようになっていた．ナルの活動記録は，シュ
シン6年第1月8P日（Dhom。，RA9：SA217〕まで残っている．
　まず，トゥンマルの羊舎に関係するナルについて．シュルギ40年第5月の日付がある文書
Cw㎝，JC324，n・64は，ナルが；トゥソマルにおいて，穀肥の羊への支給大麦を受領したこと
を記録する．トゥソプルに，ナルの羊舎（ξ・口du　m・lu・）があったことは，シュルギ42年の文書
TRσ21が示している．
　それ以後，ナルは，ニップルとウルの家畜管理に係わっている．例証をしめす．
　ナルが誕生家畜をニップルとウルにおいて受領すると明記する文書がある15〕．ナルが，ニヅプ
ルとウルにおいて・シュシソ3年の1年問に誕生羊のうちから死亡羊を支出した記録がある16〕．
ニヅブルにある羊舎1台一。du－k。紬nibmki〕で誕生した家畜をナルは受領した（C8τ234；Co．pe。，
λ8J7，2）．
　ナルが管理する羊舎がニヅブルにあったのである．
　〃N　m469（AS5IX〕には，ニヅフ。ルにあるナルの羊舎（ξ・ud・na・lu5§自nibmH〕と記録さ
れている．この文書では，家畜の支出元としてナルの羊舎とは別に，ナガブトゥムが挙がってい
る．ナルの羊舎とナガブトゥムは別組繊であったことが，これによって確認される．
　羊舎においては，大麦を飼料とLて与えていた．ニヅプルにおいてナルが保有する小家畜（羊，
1」」羊）を・シュシソ4年の年末切りの現在高として記録（§…m・m・…1・5艶・ibm止i）した文
書が，B州III239である．すべて穀肥の家畜であり，総数3807頭である．
　nB　III43は，ウルにおいて，ブマルシソ9年一年間の飼料として予定され大麦で，家畜が
支出されてしまったために，未使用になった分をナルのもとに残した記録である岬）．この文書が
示すように，ナルの管轄のもとに，ウルにおいて牛と羊への家畜飼料支給があったのであるから，
ニップルと同様にウルにも羊舎が存在したことは確かである．このように，ナルは，首都ウルと
聖都ニップルの家畜管理に係わっていた．
　彼は，クルシュダkum紬職であったlowe。，κ32』，61；Rochbe．g．JC831，4；0rsP47／49，
39〕．クルシュダ職は，一般にr穀肥家畜の飼育者，屠殺人」とされている．初期王靱時代のラ
ガシュの行政経済文書から，クルシュダ職が，乳酪品や肉用の肥育牛の飼育者とはその職務を異
にし・専ら祭りや宴用の儀牲獣に関与することは明らかである18〕．したがって，クルシュダ職の
ナルも，ウルやニヅフ．ルにおいて犠牲獣を管理する役目を帯びていたのであろう．ドレヘム文書
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には，ナルが祭のときに神々への犠牲獣を支出する記録が多数存在する．
　ナルの活動は，シュシン6年第1月8～目まで知られる．シュシン5年における彼の活動記録
は現在のところ二枚Lかなく（∫ET74；TZB　III21〕・すでにこの時期にナルは家畜管理の責任
ある地位を退いていたかもLれない．彼の後任は，プズル・工：■リルとアパエソリルギンである
と推定できる．しかし，このシュシソ治世中頃から，プズレシ呂・ダガ：■を中心とした貢納家畜
管理体系が変化していたと思われ，ナルからブズル・ニソリルとアバエソリルギ：■への交代は，
たんなる後任人蕪といった類のものであるのかどうか，将来の検討に待たざるを得たい．
　ナルはシュルギ40年頃にトゥンマルの羊舎に関係した．その後のトゲ■マルに，どのような家
畜管理官がいたかを検’討しておく．
　シュルギ43年には，アシュニウ・§一ni・u、が，トゥ：■マルにおいて死亡家畜を支出していた19〕．
シュルギ45年には，エソディソギルム．㎝一di㎎i・一mが，死亡家畜を支出している．彼はアマル
シソ6年と7年にもトゥソマルの死亡家畜を支出している20〕．この問の期間中の文書は残ってい
ない．しかし，工：■ディソギルムが，シュルギ45年第6月29日（TC8D177〕からアマルシソ8
年第8月7日・lPDT489〕までトゥソマルにおける神々への奉納家畜を支出していたことが，連
続して記録されているので，彼がこの期間トゥソマルの家畜管理にあたっていたことは，確実で
ある．
　っまり，トゥソマルにおける家畜管理は，はじめナルが務め，次いで短期間ながらアシュニゥ
が継ぎ，シュルギ45年頃からアマルシソ8年までエソディソギルムがその任にあたったのである．
その後については，よくわからないが，トゥソマルの家畜管理は，ナルの系統を引くニップルと
．ウルの家畜管理老の統括を受けたのかもしれない．
6　シュルギアアム
　死亡家畜の支出記録と誕生家畜の受領記録において，シュルギアアムは，ナガブトゥムm－
g・b－tumとワダルトゥムw・・d…1・tmに係わっている・羊などの死亡家畜を・彼はワダルトゥ
ムから支出しており，また，ナガブトゥムで生まれた羊などを受領するのである．ワダルトゥム
からの支出は，アマルシン2年第1月4目（∫RD13）から同4年第10月5目（TRσ226）まで記録
がある．ナガブトゥムで生まれた家畜の受領はアマルシソ2年第12月13目（〃口・HV59）からア
マルシソ4年第12月27目（8EτDA67）まで連続的に記録されている．
　アフニ。．hu．niからもワダルトゥムの死亡家畜が支出された．最も古い例がシュルギ47年第
2月4目の〃τ670であり，最も新しい日付けのある文書はアマルシソ1年第8月20目の〃gof
IV56である．シュルギアアムが死亡家畜を扱う期間より前である．シュルギアアムの前任者
が，アフニであったと思われる．
　シュルギアアムとアフニの活動期問が重複するかどうかを調べると，ワダルトゥムとは明記し
たいがアフニからの死亡家畜支出の記録は，シュルギ45年第2月14日（ハ〃N　XIII54）から
　　　　　　　　　　　　　　　ウル第三王朝時代の家畜管理組織　　　　　　　　　　　　　　　　　　45
知られる．彼の誕生家畜の受領記録は，アマルシソ1年第3月18日（班TDA68）からアマルシ
ン1年第10月29目1ル0・7，201）まである．さらに貢納家畜管理官から，アフニ，シュルギア
アムヘの支出については・アフニがアマルシ：／1年第3月（B〃m420）からアマルシソ1年第
ユ0月28目（C8T217〕までであり，シュルギアアムは，アマルシソ1年第11月15目1鮎LXII：
27〕からアマルシソ6年第1月20日（τRσ103）までである．死亡家畜の支出，誕生家畜の受領，
貢納家畜管理官からの受領において，アフニの活動期間はアマルシン1年第10月29目までであり，
シュルギアアムの活動開始はアマルシ：／1年第11月3目からである．両老に活動期間の重複はな
い．シュルギアアムはアフニを受け継ぎ，ナガプトゥムの家畜管理責任者になったのである．
　シュルギ44年第2月の記録Ow・べ、κ824，95によれぱ，r王のための持参」である牛と羊を，
貢納家畜管理官からアフニが受げ取るとき，ギルとしてシュルギアアムが働いている．責任者で
ないにしても，シュルギアアムはアフニのもとですでに活動していたのである．
　ワダルトゥムが何であったのか・飼育施設であったのかどうか，判明していない．
7　ルディソギラ
　ルディ：■ギラの名をもつ主要な家畜担当官には，イルフルラi・・h刮・1・の子である者と，イニ
ムシャラi．im－dξ。。身の子の同名の二人がいた．前老はろぱ，熊など特殊な動物を扱い，後老が
羊など通常の家畜を扱うので，父親の名が明記されなくても区別がつく．ここで検討の対象にな
るのは，イニムシャラの子ルディソギラである．
　シュルギアアムと同様に，彼の死亡家畜の支出と，誕生家畜の受領記録を検討すると，シュル
ギ45年第2月2目（λσCτ734〕にナガプトゥムにおげる誕生家畜を，彼は受領している．最後
の記録の日付はアマルシ：■3年第11月6目（C8τ284〕である．ナガブトゥムとはないが，彼か
らの死亡家畜の支出はシュルギ46年第3月4目（C∫T97）からアマルシソ3年第9月25日（τRσ
224）まで記録されている．これ以後においては，ルディソギラの名のもとに，ろぱなど特殊な家
畜の支出記録があるが・これはイルフルラの子ルディ：■ギラからの支出であり，ここでは対象外
となる．
　ルディソギラは，ナガプトゥムの羊舎に関係する．彼は，ナガプトゥムの羊舎（ξ・・du　m・g・b・
tm－m。）からの羊毛を支出しているlM．y・。，疵0Z15，15〕．同じく羊毛支出がイニムシャラの
子ルディソギラの羊舎から（ξ・udu　ki！凸・di㎎1・・m　d・mu　i・im・d§・・自〕とされる記録もある（PDT
219）．
　イニムシャラの子ルディソギラの後継老はアフウェル。一hu－we一。rである．
　アフウェルについて，貢納家畜管理官からの家畜受領が，アマルシソ3年第11閨月20日（ハπN
XIII444）から記録され，．死亡家畜の支出は同第12月3目（C8τ285〕からであり，ナガブトゥム
での誕生家畜の受領はアマルシソ3年第12月28日（几B　m100〕から記録されている．ルディン
ギラの活動期のあとに，7フウェルの活動が開始されるのである．アフウェルの活動の区切りは，
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不明確な点がまだあるけれども，シュシソ5年第6月29目に死亡家畜を支出する記録があるので
｛13〃III246），このあたりの時期に置くことができよう．
　ナガブトゥムには，前項で明らかになったアフニとその後継老シュルギアアムの系列と，ここ
で取り上げたイニムシャラの子ルディソギラとアフウェルの系列の管理官がいた．ルディソギラ
がアフニと同時期に活動する（0rSp18，18〕，ルディンギラはシュルギアアムとも同時期に活動
する（1〕10L19，273），アフウェルもシュルギアアムと同時期に活動する（PDτ386〕ように，こ
の二系列の管理官は並存したのである．
　　　　　　　　　　　　　　8　ナガブトウムについて
　ナガプトゥムも，ワダルトゥムと同様に，語義は不明である．そこで，ドレヘム文書を中心に，
そこにナガプトゥムがどのように記載されているかを見ておきたい．まず，ナガブトゥムがどこ
に存在したかであるが，”γN　XIII466に「ウルク市のナガブトゥムn・一g．b－tu㎜一㎜。k一一g。」と
あり，〃γ1VV123に「ナガプトゥムにいるナソナ枠……ニヅプル市においてdnama艶m・
g．b－tum……§自nibm止1」とあることから，ウルク市とニップル市にナガプトゥムがあったことが
確認される．
　ナルからの家畜支出と同時に，「王あナガプトゥムm－g・b－tum－1ug・1」からの支出があったこ
とを示す文書がある（〃yN　III198〕．ウルとニヅプルにあった主要なナルの組織とナガプトゥム
とが，別組織であることが，ここからも知られるのである．この文書はシュルギ治世の文書であ
る．この王の死後，この組織は，「シュルギのナガプトゥム1㎜・g・b・tum・dきul・gi〕」（B〃III237
　［SS4IV12］〕とその名称を変えたと思われる．r王／シュルギのナガプトゥム」が，ニヅプル
にあるそれ，ウルにあるそれのどちらに一致するのか，もしくは，まったく別の第三のナガブト
ゥムなのかどうか，さらに，アフニとシュルギアアムの系列と，イニムシャラの子ルディソギラと
7フウェルの系列が，別々のナガプトゥムに分かれて管理していたのか，それらは不詳である．
　　「ナガプトゥムの羊舎6・udu・n・・g・b・t口m」を記録する文書があり（H・・y・・，π0五15．15），ナ
ガプトゥムには，羊舎が付属していたのである．さらに，織物工房などとそれに働く女労働者も
記録されている．rナガブトゥムにある織物工房ξ・・§一b肌畿n・・g・b・t・㎜」lPDT546〕、rナガブ
トゥムの女労働著とその子gemξ一d．mu一㎜一gab－tum」（Geno．i1lac，B必y8：HG11〕．「ナガプト
ゥムのビール醸造所6・b・ppir・m・呂乱g・b・tum」もあった（BW　m384）．このように，ナガブトゥ
ムは，家畜飼育場というだけでなく，一つの作業所でもあったのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　ま　とめ
ウル第三王朝時代の主要な家畜管理組織についてまとめると，次のようになる．
P1工zure§・Dagm
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Na§a－Al〕ba§agga－Lugala血arku－Inta6a
　NipPuτ，Ur
～■Nalu一…■
　T口mmal
Nalu－A冬niローEndingirmu一？
　nagabtu－n　（NipPul＝～）
①Ludi㎎im－Ah・w・。一？
②Ah㎜i一§ulgi・・m一～
　資料1の作成年代であるアマルシ：／2年の時点での主要な家畜飼育・管理組織は，プズレシ
ュ・ダガソに置かれた貢納家畜管理組織，ウルとニヅプルにあるナルの組織，シュルギアアムと
ルディ＝■ギラのナガブトゥムと，トゥンマルにあるエソディソギルムの組織の5つである．特に，
ナルの組織とナガブトゥムが，扱う頭数も多く，神々への奉納家畜などを頻繁に支出しており，
畜舎での大麦飼料による飼育に重要な組織であった．ナルの組織とナガプトゥム，この二つの組
織の相違については，ドレヘム文書に示されるナガブトゥムが1ニヅプルにあったかどうかとい
う基本的事実も確証されないので，不明のままである．
　プズレシユ・ダガソの家畜管理組織におげる小家畜飼育官であるウルクヌソナは，rウルクヌ
ソナ，書記，ルニソギルスの子，ナガブトゥムの牧夫ur・k七・mn・na／dub・sa・／d・m1自・drin・gir・
・u／・ip・・m・g・b・tum」の銘がある印章を有していた．彼が支出官に昇格すると，rシュシンよ，
・…・・，ウルクヌ：■ナ，書記，クルシュダ職のルニソギルスの子は，あなたの下僕d冬u・d・uen／…
…／u・・ki・㎜n・na／dub・・ar／du㎜u1白・dnin・gir・・u　kum§da／im・刎」という印章に変えている．ド
ゥヅガもウルクヌソナと同様な印章をもっていた．rドゥヅガ，書記，ルニソギルスの子，ナガ
プトゥムの牧夫du11－ga／dub一。a．／du㎜。肚一dni。一gi。一。。／。ip。一na－g．b－tum」
　貢納家畜管理官ナシャは，クルシュダ職であったので，プズレシュ・グガソの家畜管理組織は，
供犠用の家畜を扱うクルシュダ職と，家畜飼育にあたるナガブトゥム出自の牧夫から構成されて
いたことになる．いわぱ，ナルの組織とナガブトゥムとの折衷的性格を有していたといえるであ
ろう．
　ドレヘム文書によれぱ，こうした飼育・管理組織からの主要な支出項目は，王の名による神々
への奉納や定期支給であった．ウル第三壬靭の国家祭厳を維持する役目をもっていたのである．
したがって，ナルの組織とナガブトゥムのどちらかが，王の家産内の家畜飼育場の系譜を引き，
他方が国家祭儀を司る王の公的活動を支える組織としての機能を持っていたと，類型的に捉える
ことができるかもしれない．
・　本稿は，昭和60年度早稲田大学特定課魎研究「ドレヘムにおける家畜管理紐織」（60A－12）の研究成
果である．
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